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チ ま えがさ  最 近の構造物は大型イヒの傾伺にあるた

め,その模型実験を行う場合,実験施設や実験費用の制0

カ`ら.模型の縮小化が必要になつてきている。現在,国内

にはD6ネ 満の異務鉄筋が
'ぼ

く,縮小イヒ近進めるためには,

D6未 満の線材の耕れ釣構頂とコンクリートとの付着特性

を把握しておくことが
｀
重要である。

そこで,老考らは直径3″れの線射乏対象に,試作した

D3鉄 筋も含めて,市販品て
'比
較旬入子が容易な3″れ線

材のフ膚試験とイ梶鎖験ンテt ,ヽその特淮乏市力このヌ影鉄

筋の場合と比較検討した。

2.線 淋の種類と毅が約摺質 試 作D3鉄 筋は,φ3

丸鋼をダイスで加工し,国分・岡料沐慇 したが 面稀

数が市販の異形鉄筋の範口をカバーするように′3種類製

作した。このD3鉄 筋の形状は 図 -1に 示すように′ほ

ぼ市敗鋏筋と相似になっている。

市販の3〃″̀ 泉材としては′φ3丸棒,φ3インデント

鋼およびMθネシ驀 を選んだ。各線材のクト観を写真一子に

示す。

図―′鉄筋の形メエ関する諾厳
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これらの3′れ側 は、このままでは総じて献 点が不明瞭で
'模

型実

験n線羽として不績 ある。しかし,適当な熱処理を施せば′濠■ 1や

図-2に 示すように降Mは 明瞭になり,市販鉄筋と日程度の耐 、(単

4立長重量から換算した公称断面積之用いて流l力蓼滓い を得ることが
｀
可能で

ある。ただし.今回林用した材質と楔 理の範団では,3ma線 材の弟

にはひずみ劇 ヒ点〕が違〈.フ1張強さが
｀
小さい傾伺にある。

線羽の見掛けの動 は′ν3ネジ潜=を万1にりれば
｀
,どの3

冽″線材も市販鉄筋の場合と日程度の大きさとなつているが
｀
,M

3ネカトでは2割ほどJ さヽく,伸び駆 において異なる挙動を示す。

3.付 着側生 付 着試験は表―′に示すθ種類の鉄筋につい

て行った。識 方法は,村JЪ篠 する 1)ヲ 1抜き試験 ″)

偏,むヲ1抜き試験 庸 )両 引き試験 の 3種類の方法によつた。こ

れらはいす
Ⅲ
れも鉄筋径に比夕1した大きさの試験沐を用いるらのて|

拠 実験で用いられる相似力|が考走、されたつのとなつている。

コンクリートには,縮小模型実験で
｀
の適用性および鬱ご筋ふしと

骨材のかみ合いを考慮 して,最大骨材寸法を鉄筋径に応じて変え.
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